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第 4 章では，両性基を含む ε ーアクリロイルリジンより合成したキレート樹脂の各種金属イオン吸着
能を検討している。その結果，吸着性は鋭敏な pH 依存性を示すこと，さらには， CU 2+ と Ni 2+ およ
び Cu2十と Hg 2十との分離が可能な乙とを明らかにしている。
結論は，本論文の総括で，以上の結果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，汎用樹脂として知られる付加重合型ポリマーの機能材料化に着目して，アミノ酸構造を含
む新しいアクリロイル系アミノ酸およびその関連化合物を合成し水および非水溶液系での重合を種々
の条件下で詳細に検討したものである。すなわち，有機溶媒中での重合においては，反応が光や酸素の
影響をうけ，その挙動が酸素抑制型である乙と，また水系においては，重合速度がとくに pH の影響を
大きく受け，重合挙動が開始剤やモノマーの性質に依存することなど 重合機構に関して新しい知見を
得ている。また，合成した各種モノマーの天然ゴムへのグラフト重合をも行なって，その重合の最適条
件を見出すとともに，得られた生成ポリマーの固体および溶液中での性質を調べている。さらに戸両性
基を持つアミノ酸のポリマーの キレート樹脂としての応用性を検討し 吸着性の差を利用して金属イ
オンの分離が可能なととなどを示している。
以上の結果は，とくに高分子合成の面でアミノ酸型の官能基をもっモノマーの重合性に関して数々の
知見を与え，また得られた樹脂の新しい応用の道を開いたもので，合成化学的にも工学的にも貢献する
と乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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